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三重県知事より
「救急医療功労表彰」を受けました。特集

　令和元年度「救急医療功労者知事表彰（団体）」に大台厚生病院が選出され、2019 年 12 月 19 日にホ

テルグリーンパーク津で行われた「医療保健及び子ども・福祉関係功労者感謝のつどい」にて、中井院長

が鈴木県知事から表彰状を授与されました。

　「救急医療功労者」は、県において、10 年以上救急医療に関する実績がある医療機関や個人を対象に、

その功績が顕著であると認められるものに対し、病院協会や医師会からの推薦を受け県知事が判断・表彰

する仕組みとなっています。  

　三重県厚生連でも既に４病院が表彰を受けており、大台厚生病院も病院協会から推薦の声掛けがあり、

今回の表彰となりました。

  大台厚生病院の救急医療のあゆみ（取組み）としては、昭和 41 年に救急告示医療機関の指定を受けて以

来、地域の基幹病院として紀勢地域の救急医療（主に１次救急から軽度２次救急）を担ってきました。

平成 27 年４月には、新築移転を機に休日夜間救急診療体制の見直しとして、地域の診療所、三重大学、

行政機関協力のもと報徳診療所と大台厚生病院が中心となり「紀勢地域の休日夜間診療体制」を構築して

います。

　運営体制は、内科を主に報徳診療所が月水金、大台厚生病院が火木土日（いずれも 17：00 ～ 22：00）

及び一部日曜（9：00 ～ 14：00）の診療を実施し、地域でニーズの高い切れ目のない時間外内科診療に

対応するとともに、それらの曜日、時間帯に限らず、時間内も含

め可能な限り救急患者の受け入れに努めてきました。

　今回の表彰は、これらの取組みが認められたという思いもあり

ますが、救急医療への重要性を再度、認識することができる良い

機会になったと考えています。病院機能や人員の問題もあり、出

来ることは限られますが、今後も院長始め全職員が協力し紀勢地

域の救急医療に貢献すべくあゆみを進めていきます。

大台厚生病院 事務部長　田川 勇人
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２
０
１
９
年
11
月
、
当
院
の
呼
吸
器
セ
ン

タ
ー
が
病
院
正
面
玄
関
近
く
に
移
転
・
拡
張

し
ま
し
た
。
新
セ
ン
タ
ー
は
処
置
室
を
新
設

し
、
旧
来
よ
り
も
診
察
室
が
広
く
な
り
、
部

屋
数
も
１
つ
増
え
３
つ
と
な
り
ま
す
。
呼
吸

器
内
科
・
外
科
を
統
合
し
、呼
吸
器
セ
ン
タ
ー

と
し
た
最
大
の
理
由
は
肺
が
ん
診
療
の
最
適

化
に
あ
り
ま
す
。
死
因
一
位
で
あ
る
肺
癌
は

手
術
で
き
な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い
時
代
か
ら

大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
手
術
不
能
の
ス

テ
ー
ジ
で
も
、
多
く
の
新
薬
の
登
場
に
よ
り
、

予
後
は
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す
。
同
時
に

薬
物
治
療
は
複
雑
に
な
り
、
呼
吸
器
内
科
医

に
必
要
な
知
識
量
は
数
年
前
の
比
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
呼
吸
器
内
科
医
の
努
力

に
よ
っ
て
、
手
術
不
能
で
あ
っ
た
進
行
肺
癌

が
手
術
可
能
に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
ま
す
。

手
術
技
術
も
格
段
の
進
歩
が
見
ら
れ
、
肺
癌

手
術
は
危
険
で
、
痛
く
て
つ
ら
い
と
い
う
時

代
は
過
去
の
も
の
で
す
。
患
者
さ
ん
の
予
後

を
最
大
化
す
る
に
は
、
内
科
医
も
手
術
を
理

解
し
、
外
科
医
も
薬
物
治
療
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
た
り
前
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
細
分
化
さ
れ
た
現
代
の
が
ん
医
療
で
は
、

自
身
が
携
わ
る
領
域
の
勉
強
で
手
い
っ
ぱ
い

に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
目
の
前
の
肺

癌
患
者
さ
ん
が
「
自
分
の
身
内
だ
っ
た
ら
ど

う
す
る
か
？
」
と
考
え
た
と
き
、
内
科
に
も

外
科
に
も
偏
ら
な
い
目
線
で
、
最
適
な
方
法

を
選
択
す
る
は
ず
で
す
。
内
科
医
と
外
科
医

が
常
に
顔
を
合
わ
せ
て
診
療
す
る
意
味
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
縦
割
り
社
会
の
我
が
国
で

は
組
織
改
編
が
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
患
者
さ
ん
が
最
大
の
受
益

者
に
な
る
よ
う
臓
器
別
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す

る
流
れ
は
今
後
も
広
が
り
つ
づ
け
る
で
し
ょ

う
。

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
が
移
転
・
拡
張
さ
れ
ま
し
た

　

～
肺
が
ん
治
療
の
最
適
化
に
向
け
大
き
く
前
進
～

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
臨
床
副
院
長　

深
井 

一
郎

待ち合い室と診察室も明るくきれいになりました。

呼吸器センターのスタッフです

こちらの看板を目印にお越し下さい。
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日
本
人
医
師
の
９
割
が
現
在
ま
た
は
過
去

に
漢
方
を
使
用
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
科

学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
積
み
重
ね
て
進
歩
し

て
き
た
西
洋
医
学
に
対
し
１
０
０
０
年
以
上

も
前
か
ら
独
特
の
伝
統
的
思
考
、
治
療
法
を

も
つ
漢
方
治
療
は
西
洋
医
学
で
の
治
療
が
思

わ
し
く
な
い
と
き
の
重
要
な
治
療
手
段
と
な

り
ま
す
。
近
年
日
本
は
少
子
高
齢
化
社
会
が

急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
要

介
護
状
態
の
高
齢
者
を
い
か
に
増
や
さ
な
い

か
が
直
近
の
重
要
課
題
と
い
え
ま
す
。
介
護

が
必
要
に
な
る
前
の
段
階
の
状
態
を
フ
レ
イ

ル
と
い
い
ま
す
が
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
は
単

に
身
体
能
力
が
低
下
す
る
と
い
う
も
の
で
は

な
く
精
神
心
理
的
な
問
題
も
併
せ
持
つ
の
が

特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
う
病

態
で
あ
る
た
め
西
洋
医
学
の
み
で
は
対
処
し

き
れ
ず
漢
方
医
学
に
よ
る
治
療
が
著
効
す
る

症
例
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
の

特
徴
と
漢
方
医
学
の
上
手
な
使
用
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
使
用
薬
剤
は
補
中
益
気
湯
、
十

全
大
補
湯
、
人
参
養
栄
湯
、
人
参
養
栄
湯
、

八
味
地
黄
丸
、
等
が
代
表
的
な
方
剤
で
す
が

使
い
分
け
は
や
は
り
漢
方
診
療
特
有
の
診
察

法
を
使
用
し
ま
す
。
一
般
病
院
で
は
大
抵
は

漢
方
の
エ
キ
ス
成
分
を
粉
末
に
し
た
エ
キ
ス

製
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
軽
量

で
使
い
や
す
い
で
す
が
効
力
が
今
一
つ
弱
い

の
が
弱
点
で
し
ょ
う
。

重
症
な
病
態
に
対
応
す
る
に
は
エ
キ
ス
剤

で
は
な
く
生
薬
を
使
用
し
ま
す
。
実
例
を
数

例
あ
げ
ま
す
と
重
度
肝
硬
変
の
進
行
癌
に

白
花
蛇
舌
草
、
半
枝
蓮
等
の
抗
が
ん
剤
を

使
用
し
２
年
間
無
再
発
を
持
続
し
た
症
例
、

osler w
eber rendu

病
の
止
血
困
難
鼻

出
血
（
ア
ド
ナ
、
ト
ラ
ン
サ
ミ
ン
無
効
例
）

に
対
し
有
効
で
あ
っ
た
症
例
、
さ
ら
に
は
肝

癌
の
抗
が
ん
剤
で
あ
る
レ
ン
バ
チ
ニ
ブ
使
用

に
よ
る
高
度
尿
蛋
白
を
あ
る
程
度
抑
え
る
こ

と
に
も
成
功
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

難
治
例
へ
の
使
用
や
抗
癌
剤
の
副
作
用
軽
減

に
対
す
る
使
用
例
を
今
後
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

漢
方
の
新
し
い
使
い
方

　

～
漢
方
医
学
を
取
り
入
れ
治
療
効
果
を
上
げ
る
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
い
な
べ
総
合
病
院　
内
科　

特
別
臨
床
副
院
長　

野
尻 

俊
輔

こ
の
度
、三
重
県
輸
血
療
法
委
員
会
よ
り
、

三
重
県
輸
血
機
能
評
価
認
定
を
取
得
し
ま
し

た
。
輸
血
機
能
評
価
と
は
、
県
内
医
療
機
関

に
お
け
る
血
液
製
剤
使
用
の
適
正
化
、
輸
血

療
法
に
関
す
る
病
院
支
援
を
推
進
す
る
制
度

と
し
て
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
輸
血
領
域
の

点
検
・
視
察
を
受
け
、
輸
血
療
法
が
適
正
に

行
わ
れ
る
機
関
病
院
で
あ
る
か
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

認
定
取
得
に
よ
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
医

師
・
看
護
師
は
勿
論
、
な
に
よ
り
患
者
さ
ん

に
安
心
し
て
輸
血
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
こ

と
で
す
。

当
院
で
は
、
緊
急
輸
血
に
対
応
出
来
る
よ

う
臨
床
検
査
技
師
が
、
24
時
間
３
６
５
日
昼

夜
を
問
わ
ず
輸
血
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
輸
血
部
臨
床
検

査
技
師(

日
本
輸
血
細
胞
学
会
認
定
検
査
士

１
名
含
む
：
写
真)

で
あ
り
、
年
間
で
血
液

型
検
査
約
４
，
５
０
０
件
、
交
差
適
合
試
験

(

輸
血
さ
れ
る
血
液
が
患
者
様
の
血
液
と
適

合
す
る
か
の
検
査)

約
２
，
５
０
０
件
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
皆
様
の
献
血
で
得
ら
れ
た
大
切
な
血

液
製
剤(
赤
血
球
製
剤
、
新
鮮
凍
結
血
漿
、

血
小
板
製
剤)
を
、
適
正
に
管
理
し
患
者
さ

ん
の
元
へ
届
け
る
こ
と
も
私
た
ち
臨
床
検
査

技
師
の
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
患
者
さ
ん
に
安
心
・
安
全
な
輸

血
を
受
け
て
頂
く
た
め
に
、
人
員
・
設
備
の

充
実
と
、
更
な
る
輸
血
検
査
知
識
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

中
央
検
査
科
で
は
、「
三
重
県
輸
血
機
能
評
価
認
定
」を
取
得
し
ま
し
た
。

　

～
安
心
し
て
輸
血
を
受
け
て
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り
へ
～

松
阪
中
央
総
合
病
院　
中
央
検
査
科 

技
師
長　

中
西 

繁
夫

認定証 輸血部臨床検査技師
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も
し
、
あ
な
た
や
ご
家
族
が
突
然
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
…
…
。

「
入
院
っ
て
何
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
…
」

「
入
院
費
っ
て
い
く
ら
ぐ
ら
い
？
」「
退
院
し

た
後
も
今
ま
で
通
り
生
活
で
き
る
か
な
？
」

き
っ
と
多
く
の
不
安
や
心
配
に
思
い
悩
む

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
悩
み
を
軽

減
す
べ
く
、
当
院
で
は
令
和
２
年
１
月
よ
り

南
玄
関
横
に
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー（P

FM

：

P
atient Flow

 M
anagem

ent

）
を
開
設

致
し
ま
し
た
。

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
患
者
さ
ん
の

状
況
を
把
握
し
、
安
心
し
て
入
院
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
部
門
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
退
院
後
の
生
活
に
つ
い

て
も
患
者
さ
ん
の
個
別
性
に
応
じ
た
生
活
を

考
え
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
署
に
は
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
薬

剤
師
、
事
務
員
な
ど
様
々
な
職
種
の
担
当
者

を
配
置
し
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
抱
え
る

不
安
や
疑
問
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
下
さ
い
。

そ
し
て
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
が
安
心
を

提
供
す
る
の
は
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

多
職
種
を
配
置
す
る
こ
と
で
よ
り
専
門
性

の
高
い
説
明
を
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
為
、
院
内
の
他

部
署
は
本
来
の
仕
事
に
専
念
で
き
、
業
務
の

負
担
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
。
入
退
院
支
援
セ

ン
タ
ー
は
病
院
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て

も
安
心
を
提
供
で
き
る
部
署
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
開
設
し
て
日
が
浅
い
為
、

発
展
途
上
の
部
署
と
も
言
え
ま
す
。
今
後
は

患
者
さ
ん
の
声
を
頂
戴
し
、
院
内
ス
タ
ッ
フ

で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｆ
Ｍ
）開
設
‼

　

～
入
退
院
に
関
す
る
疑
問
を
素
早
く
解
決
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー
菰
野
厚
生
病
院　
看
護
部
長　

濵
村 

幸
子

入退院支援センター室

昨
今
、
入
院
日
数
の
短
縮
や
在
宅
療
養
の
推

進
に
よ
り
、
治
療
と
暮
ら
し
を
支
え
る
外
来
医
療

の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
が
通
院

し
な
が
ら
不
安
や
心
配
事
を
抱
く
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
が
少
し
で
も
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
看
護
の
視
点
か
ら
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
看
護
外
来

を
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
看
護
外
来
で

は
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
看
護
師
が
主

体
と
な
り
、
医
師
や
多
職
種
と
連
携
し
な
が
ら
み

な
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
わ
た
し
の
専
門
分
野
で
あ
る
「
摂

食
・
嚥
下
障
害
看
護
外
来
」
で
は
、『
最
近
、
食

事
の
時
に
む
せ
る
の
で
す
が
…
』
と
い
う
相
談
に

対
し
、
生
活
習
慣
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
改
善

に
よ
り
、
む
せ
な
く
食
事
が
可
能
に
な
る
と
い
っ

た
助
言
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
わ
た
し
た
ち
は
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
に

と
っ
て
最
適
な
方
法
を
見
出
す
た
め
の
支
援
者

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
が
安
心
し
て

療
養
生
活
が
営
め
る
よ

う
力
添
え
が
で
き
た
ら

幸
い
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
尚
、

看
護
外
来
ご
希
望
の
方

は
各
担
当
医
、
担
当
外

来
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

看
護
外
来
を
開
設
し
ま
し
た

　

～
幅
広
い
看
護
支
援
の
充
実
を
～

鈴
鹿
中
央
総
合
病
院　
看
護
師
主
任　

北
川 

晶
子

（
老
人
看
護
専
門
看
護
師
、摂
食
・
嚥
下
障
害
看
護
認
定
看
護
師
）

看護外来担当表　※完全予約制・看護外来ご希望の方は担当医にお申し出ください

月 火 水 木 金

看護外来
①

認知症看護
（第 1.3.5 週午後）

摂食・嚥下障害看護
（午後）

摂食・嚥下障害看護
（午後）

心不全看護
（第 1.3 週午後）

ストーマケア
（第 2.4 週午後）

摂食・嚥下障害看護
（午前）

ストーマケア
（第 2.4 週午後）

看護外来
②

がん化学療法看護
( 午前・午後）

緩和ケア
（午後）

感染相談
（午後）

認知症看護
（午後）

がん看護
（午前）

がん放射線看護
（第 1.3 午後）

看護外来
③

創傷ケア
（午前・午後）

ストーマケア
（午前・午後）

ストーマケア
（午前・午後）

ストーマケア
（午前・午後）
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南
伊
勢
町
は
自
然
豊
か
な
リ
ア
ス
式
海
岸
で

構
成
さ
れ
る
美
し
い
町
で
す
が
、
太
平
洋
沿
岸
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
近
い
将
来
に
発
生
が
予
測

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
り
、
大
き
な

津
波
災
害
が
起
こ
り
う
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

年
２
回
の
防
災
訓
練
の
う
ち
１
回
を
、
津
波
を
想

定
し
た
災
害
訓
練
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

行
政
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
れ
ば
、
当
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
が
海
抜
11
・

３
ｍ
と
な
っ
て
お
り
、
以
前
の
基
準
で
は
十
分

な
高
さ
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
23
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
浸
水
区
域
が

更
新
さ
れ
、
さ
ら
に
高
台
に
あ
る
南
島
体
育
館

（
海
抜
19
・
５
ｍ
）
が
現
在
の
避
難
場
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

避
難
訓
練
で
は
、
裏
手
の
ス
ロ
ー
プ
か
ら
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
を
体
育
館
ま
で
移
送
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は

高
齢
の
方
が
多
く
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
機
能
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
訓
練
に
お
い
て
も
、
実
際
に

ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
で
の
移
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
大
津
波
警
報
の
発
令
か
ら
10
分
足
ら
ず
で

津
波
が
到
来
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
安
全
か

つ
迅
速
に
避
難
を
行
う
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の

訓
練
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
大
規
模
災
害
を
想

定
し
た
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
災
害
拠
点
病
院
の
よ
う
な
災

害
発
生
時
に
災
害
医
療
の
中
心
を
担
う
役
割
で

は
な
く
、
地
域
の
小
規
模
な
事
業
所
同
士
が
助

け
合
い
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ
ま
の

安
全
を
守
っ
て
い
く
連
携
体
制
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
す
。

今
後
は
町
行
政
や
近
隣
の
事
業
所
と
協
力
で

き
る
体
制
を
取
り
な
が
ら
、
災
害
訓
練
に
も
こ

う
し
た
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

災
害
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

～
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
で
の
移
動
を
実
際
に
体
験
～

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー　
事
務
部
長　

見
並 

邦
久

大
台
厚
生
病
院
で
脳
神
経
外
科
を
開
設
し

て
10
年
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
３
月
31

日
を
持
ち
ま
し
て
、
大
台
厚
生
病
院
副
院
長

を
定
年
と
な
り
、
４
月
か
ら
は
、
心
機
一
転

し
脳
神
経
外
科
に
加
え
、
疼
痛
外
科
（
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
も
同
時
に
標
榜
し
、
再
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

痛
み
の
治
療
は
、
医
師
と
患
者
が
目
に
見

え
な
い
「
痛
み
」
と
云
う
も
の
を
理
解
し
、

お
互
い
の
信
用
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
そ
の

原
因
を
突
き
止
め
以
前
と
ほ
ぼ
同
様
な
日
常

活
動
が
少
し
で
も
で
き
る
様
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。
痛
み
と
言
っ
て
も
様
々

で
す
か
ら
、
特
に
急
性
痛
の
場
合
は
、
痛
い

部
位
の
専
門
医
を
受
診
し
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ

コ
モ
」
と
言
わ
れ
る
関
節
な
ど
の
痛
み
は
、

当
院
整
形
外
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

若
い
頃
、Ｍ
Ｇ
Ｈ
神
経
科
学
セ
ン
タ
ー（
ボ

ス
ト
ン
）
で
脳
卒
中
の
他
に
片
頭
痛
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
痛
覚
系
の
神
経
生
理
学
な
ど
の
研

究
に
数
年
間
従
事
し
た
こ
と
と
自
分
自
身
が

ス
ポ
ー
ツ
外
傷
を
契
機
と
し
て
慢
性
痛
に
悩

ま
さ
れ
る
事
か
ら
、
疼
痛
治
療
も
行
う
様
に

な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
全
身
麻
酔
を
要
す

る
手
術
は
、
行
わ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
全

身
麻
酔
を
要
す
る
手
術
や
特
殊
な
治
療
を
要

す
る
場
合
は
信
頼
で
き
る
専
門
家
に
紹
介
し

ま
す
。

特
に
片
頭
痛
関
連
の
頭
痛
や
三
叉
神
経
痛
、

頸
部
痛
、全
身
痛
な
ど
に
加
え
、軽
微
な
き
っ

脳
神
経
外
科
に
疼
痛
外
科（
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
）を
併
設
し
ま
す
。

　

～
慢
性
で
難
治
性
の
痛
み
に
悩
む
方
は
ぜ
ひ
受
診
を
～

大
台
厚
生
病
院　
脳
神
経
外
科
医
師　

清
水 

健
夫

か
け
か
ら
悪
化
複
雑
化
す
る
慢
性
疼
痛
な
ど

慢
性
で
難
治
性
の
「
痛
み
」
で
困
っ
て
い
る

方
々
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
個
々
の

病
状
に
合
わ
せ
た
複
合
的
治
療
を
行
い
ま
す
。

慢
性
疼
痛
に
な
る
と
神
経
脊
髄
脳
で
の
痛
覚

伝
導
系
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
脳
の
機
能
的
状

態
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
人
格
的
心
理
的

影
響
等
ま
で
加
わ
り
、
複
雑
化
す
る
事
が
多

い
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
く
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

南南島島メメデディィカカルルセセンンタターー

南南島島体体育育館館

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

車椅子を用いての訓練センター長による講評
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２
０
１
８
年
の
７
月
に
認
知
症
看
護
認
定

看
護
師
に
認
定
さ
れ
た
水
谷
行
雄
で
す
。
普

段
は
Ｓ
４
病
棟
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
脳
の
細
胞

が
壊
れ
た
り
、
は
た
ら
き
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
た
め
に
脳
の
機
能
が
低
下
し
、
記
憶

障
害
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
に
よ
っ
て

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
病
気
で
す
。
現

在
、
認
知
症
は
「
国
民
病
」
と
言
わ
れ
て
お

り
、
２
０
２
５
年
に
約
７
０
０
万
人
を
超
え

る
方
が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
は
認
知
症
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
や
周
り
の
人
が
認
知
症
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

私
は
、
住
み
慣
れ
た
環
境
の
中
で
穏
や

か
に
生
活
し
て
頂
く
こ
と
が
一
番
だ
と
考

え
て
し
ま
す
。

認
知
症
の
方
は
環
境
変
化
に
対
応
す
る

事
が
困
難
の
た
め
、
不
安
や
苦
痛
な
ど
の

不
快
な
感
情
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
感
情
が
元
で
病
気
が
進
行
し
た
り
せ
ん

妄(

一
時
的
な
意
識
障
害
が
原
因
で
起
こ

る
問
題
行
動
で
、
認
知
機
能
の
低
下
で
起

こ
り
や
す
い)

の
症
状
が
現
れ
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
の
苦
痛
に
繋
が
り
ま
す
。
医

療
の
現
場
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
症

状
の
悪
化
は
援
助
を
行
う
職
員
の
身
体
的
・

心
理
的
負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
、
で
き
る
だ
け
苦

痛
や
負
担
を
減
ら
し
心
穏
や
か
に
生
活
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

現
在
、
当
院
で
は
患
者
さ
ん
へ
の
支
援

と
し
て
、
認
知
機
能
の
低
下
予
防
や
緩
和

を
目
的
に
週
２
回
認
知
症
患
者
を
対
象
と

し
た
『
和
楽
の
会
』
と
い
う
院
内
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

毎
週
認
知
症
・
せ
ん
妄
ラ
ウ
ン
ド
を
神
経

外
科
医
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
多
職
種
で
チ
ー
ム
を
形
成
し
、
患
者

や
ス
タ
ッ
フ
の
苦
痛
・
負
担
の
軽
減
に
向

け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
現
場
で
は
医
療
行
為
が
中
心

と
な
り
、
認
知
症
患
者
の
思
い
を
く
み
取
り

医
療
に
繋
げ
る
取
り
組
み
が
少
な
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
患
者
さ
ん
の

思
い
が
治
療
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

が
何
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
ご
家
族
は
ど
ん

な
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
に
耳
を
傾
け
よ
り
良
い
支
援
が

行
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
患
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
環
境
の

中
で
「
そ
の
人
ら
し
く
」
安
心
し
て
生
活
を

送
る
た
め
に
。

ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医

師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
・
薬
剤
師
・
社
会

福
祉
士
等
と
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
よ
い
支
援

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
定
看
護
師
紹
介

　

～
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
と
し
て
の
思
い
～

三
重
北
医
療
セ
ン
タ
ー 

菰
野
厚
生
病
院　
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師　

水
谷 

行
雄

Ｓ４病棟スタッフ

認知症患者ラウンド



LETTER OF JA MIE KOSEIREN
　

脂
質
異
常
症
は
、
動
脈
硬
化
発
症
リ

ス
ク
を
高
め
ま
す
。
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
予
防
に
は
日
本
食
パ
タ
ー
ン
の
食
事

が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
米
、
お
魚
、
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
、

お
茶
な
ど
を
食
材
に
、
塩
分
に
気
を
付

け
な
が
ら
調
理
し
、
お
肉
の
脂
は
控
え

め
に
摂
る
と
い
っ
た
日
本
食
パ
タ
ー
ン

の
お
食
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

塩
分
を
控
え
る
た
め
に
少
し
洋
風
の

調
味
料
を
使
っ
た
ち
ら
し
寿
司
の
献
立

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ひ
じ
き
寿
司

作
り
方

①
ひ
じ
き
は
水
で
戻
し
、
さ
っ
と
茹
で

て
冷
ま
し
て
お
く
。

②
さ
さ
み
は
茹
で
て
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

③
人
参
、
ご
ぼ
う
、
れ
ん
こ
ん
は
細
く

切
る
。
絹
さ
や
は
色
よ
く
茹
で
斜
め

に
細
切
り
に
す
る
。

④
ひ
じ
き
に
白
ワ
イ
ン
、
酢
、
水
、
砂

糖
、
コ
ン
ソ
メ
、
塩
を
加
え
、
人
参
、

ご
ぼ
う
、
れ
ん
こ
ん
、
さ
さ
み
も
加

え
、
よ
く
混
ぜ
る
。

⑤
④
を
鍋
に
入
れ
、
加
熱
す
る
。
粗
熱

が
と
れ
た
ら
２
～
３
時
間
冷
蔵
庫
へ

入
れ
、
味
を
な
じ
ま
せ
る
。

⑥
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
に
⑤
の
漬
け
汁

を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
水
を
切
っ

た
⑤
を
加
え
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
器

に
盛
り
付
け
、
絹
さ
や
を
散
ら
す
。
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自然保護のため、石油系成分の少ない植物油性インキを使用しています。

JA三重厚生連

人に  地域に  やさしい看護人に  地域に  やさしい看護
募集募集看護補助員看護師

………………………………………………… 2020.5 発行

三重北医療センター
いなべ総合病院

鈴鹿厚生病院
本部

松阪中央総合病院

南島メディカルセンター

三重北医療センター
菰野厚生病院

大台厚生病院

鈴鹿中央総合病院

脂
質
異
常
症
の
食
事
療
法

　

～
日
本
食
ベ
ー
ス
の
献
立
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

鈴
鹿
厚
生
病
院　
管
理
栄
養
士　

村
井 

真
由
美

Vol.82

◆
菜
の
花
の
か
ら
し
あ
え

作
り
方

①
菜
の
花
を
茹
で
、
２
㎝
く
ら
い
に

切
る

②
か
ら
し
と
醤
油
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
菜

の
花
を
和
え
る
。

③
② 

を
器
に
盛
り
菊
の
花
を
散
ら
す
。

◆
豆
腐
と
き
の
こ
の
ス
ー
プ

作
り
方

①
豆
腐
は
一
口
大
に
切
り
、
し
め
じ
、

え
の
き
た
け
は
小
房
に
分
け
る
。

②
鍋
に
水
２
０
０
㏄
、
コ
ン
ソ
メ
、

酒
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
①
の
き

の
こ
を
加
え
て
煮
、
豆
腐
を
加
え

て
、
３
分
程
煮
る
。

③
醤
油
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で
調
味
し
、

ご
ま
油
で
香
り
付
け
す
る
。

④
器
に
盛
っ
て
小
口
切
り
の
ね
ぎ
を

ふ
る
。

薬剤師 介護福祉士

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
ご
は
ん
…
１
５
０
ｇ

●
さ
さ
み
…
40
ｇ

●
干
し
ひ
じ
き
…
３
ｇ

●
人
参
…
15
ｇ

●
ご
ぼ
う
…
10
ｇ

●
れ
ん
こ
ん
…
10
ｇ

●
絹
さ
や
…
５
ｇ

●
白
ワ
イ
ン
…
大
さ
じ
１
弱

●
酢
…
大
さ
じ
１
弱　
　

●
水
…
25
㏄

●
砂
糖
…
小
さ
じ
２　
　

●
塩
…
少
々

●
コ
ン
ソ
メ
…
小
さ
じ
１
／
２

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
菜
の
花
…
80
ｇ

●
菊
の
花
…
３
ｇ

●
か
ら
し
…
少
々

●
め
ん
つ
ゆ
…
小
さ
じ
１

【
材
料
】（
１
人
分
）

●
豆
腐
…
50
ｇ

●
し
め
じ
…
25
ｇ

●
え
の
き
た
け
…
25
ｇ

●
水
…
２
０
０
㏄

●
コ
ン
ソ
メ
…
小
さ
じ
１
／
２

●
酒
…
大
さ
じ
１
／
４

●
醤
油
…
少
　々
　
　

●
塩
…
少
々

●
こ
し
ょ
う
…
少
　々

●
ご
ま
油
…
少
々

●
ね
ぎ
…
適
量

ポ
イ
ン
ト

　

脂
の
多
い
お
肉
や
動
物
性
の
脂

は
控
え
、
魚
、
大
豆
の
摂
取
を
増
や

し
ま
す
。
野
菜
、
海
藻
、
き
の
こ

の
摂
取
量
を
増
や
し
、
果
物
や
乳

製
品
は
適
度
に
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

エネルギー…450 キロカロリー
塩分…2.8 ｇ
コレステロール…25㎎


